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令和8年度 第1回小松島市地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

【日  時】 令和8年5月14日（木） 午後1時30分から 

【場  所】 小松島市役所4階大会議室 

【出席委員】 荒井委員（鎌田委員代理）、稲田委員、岩城委員、 

小笠委員、川下委員、佐々木委員、重本委員、 

寺橋委員（露口委員代理）、東条委員、東丸委員、 

中山委員、花岡委員、林委員、廣瀬委員、松永委員、 

松村委員、山下委員、山田委員 

       （以上18名） 

欠席1名： 戎委員 

 

【会 次 第】 1．開会 

2．委員紹介 

3．議題 

（1）役員の選任について 

（2）令和7年度協議会収支決算について 

（3）令和8年度協議会収支予算案について 

（4）小松島市地域公共交通の現状および小松島市地域公共 

交通計画で位置づけた施策について 

（5）法人タクシー事業自動車の最低車両数に関する要望に 

ついて【非公開】 

（6）徳島市多家良・八多地区のコミュニティバスについて 

4．報告 

5．その他 

6．閉会 

 

【会議概要】 

  午後1時30分 開会 

  1.開会（省略） 

  2.委員紹介（省略） 
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【議題】（1）役員の選任について 

【事務局】 

それでは、次第の議題（1）役員選任につきまして、説明します。 

 委員の皆様の任期についてですが昨年の11月に満了し、あらためて委嘱状を交付さ

せていただいております。今回が対面で開催するはじめての協議会となります。その

ため、今回の協議会であらためて会長・副会長・監事を選任する必要があります。 

 まず、会長についてですが、協議会規約第6条第1項に、「会長は委員の互選により

定める」とあります。本来であれば規約に定めた方法で選出を行うべきではございま

すが、議事の短縮のため、事務局側から会長を指名させていただきまして、それを委

員の皆様にご承認いただくという形をとらせていただいてよろしいでしょうか。 

 

【異議なしの声】 

  

【事務局】 

ありがとうございます。 

それでは、会長につきましては、引き続き松村委員にお願いしたいと思います。い

かがでしょうか。 

 

【異議なしの声】 

 ありがとうございます。 

それでは松村会長、会長席への移動をお願いします。それではこの後の会議の進行

につきましては松村会長にお願いしたいと思います。 

それでは会長、よろしくお願いいたします。 

 

【会長あいさつ】 

【松村会長】 

 皆様、改めましてこんにちは。会長も長く勤めておりますが、一つまたよろしくお

願いしたいと思います。 

挨拶ネタということで、ゴールデンウィーク。世間では長い休みとかいう説があり

ましたけども、大学は暦通りでございまして、5月の2日から6日までちょっと近場の海

外にでておりました。もちろん、関西国際空港から飛行機で出たわけなんですけど、
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朝8時半に徳島駅に行きますと、バスの運転手さん、本四海峡バスの方の運転手さんが

「鳴門大橋の手前で自動車の横転事故がありました。一時間ほど遅れる見込みでござ

います。皆様飛行機に乗り継ぎのご予定があるところですが大丈夫でしょうか？」と

いうふうに運転手さんから説明があって、出発をみんなでしたわけで松茂まで行きま

した、高速道路に上りました。もうそこから動いていませんでした。ずっと。鳴門の

高速のバス停で大方1時間近く待っておられた方もいらっしゃったようで、関西空港に

着いたのは予定より2時間遅れて到着をいたしました。 

もう皆さん次の飛行機の予定がありますから、到着するなりドアが開くなり、みん

なダッシュで荷物を取って乗られていきました。 

私はのんびりしたもので、4時半の飛行機を予約してましたんでかなりびっくり。 

それからゆっくり食事をとってから乗ったわけなんですが、その公共交通って、私は

一つ思ったんですが、一本だとちょっと何かあったときに、その世の中の流れが止ま

ってしまう危険があるのかなと。地域に目を向けますと、例えば徳島との往復をする

ときに、JRでも行けるし、万が一JR単線の区間で、汽車がエンジン故障になってしま

った場合に、これ結構復旧時間かかりますから、バスでもいける。そういったことを

考えなきゃいけない時代が来るのかなと。徳島県の方でフェリーと高速道路の問題、

随分議論を進めていただいているところですが、やっぱり一本の紐というのは、切れ

てしまったら復旧にものすごく時間がかかるという観点っていうのが、ちょっとその

交通網には必要なのかなと。都会だったらね、あの改札口で、代替輸送の切符を渡し

てくれて、別のルートで行ったらいいですよっていうふうに言ってくれるんですけ

ど。なかなか徳島は難しい状況にありますよねと。 

もう一つ、二つ目の話なんですけど。この会を始めて、初期の頃に市民アンケート

を事務局で取っていただきました。そのときの大勢の意見がこうだったんですね。年

取って車が運転できなくなったら使うから、それまで維持してほしいという意見が、

ものすごくたくさんの意見が、集まってきました。 

私この会議で、いやそんなご無体なこと言わんともっと乗ってくださいよ、という

ふうにお願いした次第です。徳島県の方でも、バッチを作っていただきまして「乗っ

て残そう公共交通」、作っていただきまして私もリュックサックにね、つけて歩いて

ました。 

公共交通を支えているのはですね、住民の人から見たら、お役所かもしれません。

でも実際に動かしていただいてるのは、タクシー会社さんも、バス会社さんも、鉄道
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会社さんも、民間企業なんですね。だから民間企業っていうのは、やっぱりお金の出

入りがあって、入りの方が多くないと発展していかない組織じゃないですか。だから

そのことを大前提にして、公共交通を考えていかなきゃいけないなというのがあると

思います。その「年とったら使うから」というのをですね、私ちょっと仕方ないんか

なと思って見てたんですけど、もっと重要な問題が起きてしまいました。実際支えて

いただいている現場のバスの運転手さん、タクシーの運転手さん、鉄道の運転士さん

もその頃からそれぞれ、10年年をとったわけですよね。乗る方も、運ぶ方もみんな高

齢社会の中に突入してしまったということです。それぞれの企業様の努力によって何

とか保っているというのが現状だと思いますが、徳島のもっと山の方に行きますと、

もう無理。高齢化して、運転手の確保がもう無理ですとはっきり言われる市町村も増

えてきています。 

そういったことを考えると、この交通協議会の役割、もう待ったなしで議論を進め

ていかなきゃいけないということがたくさんあります。一つ皆様方の活発なご意見を

伺える場としたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それではですね。この会則で基づきまして、副会長様と、それから監事様を選任す

る必要がございますので、事務局何かお持ちでしたらお願いいたします。 

まず、 

 

【事務局】 

 協議会規約第4条2項において、本協議会の役員につきましては、会長の1名、副会長

1名と監事2名を置くように定められております。 

 副会長及び監事につきましては、委員の中から会長が指名すると規約第6条第3項に

規定されておりますので、松村会長に副会長1名と監事2名のご指名をお願いしたいと

思うのですが、従来通りの小笠副市長を副会長で、山田様と稲田様を監事ということ

で事務局案として提案させていただけたらと思います。 

 

【会長】 

 私自身はご異議ございません。皆様どうでしょうか。 

 

【異議なしの声】 
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【会長】 

 ありがとうございます。引き続き、よろしくお願いします。 

 この監事というのが、あまり審議会には置いてない職なんですけど、この会議は財

政を持っておりまして、それに関して監査をお願いするという立場でありますので、

一つまたよろしくお願い申し上げます。 

次の議題令和7年度の協議会収支決算を事務局よろしくお願いいたします。 

 

【議題2】令和7年度協議会収支決算について 

【議題3】令和8年度協議会予算案について 

【事務局】 

 それでは、令和7年度の本協議会の収支決算についてご説明させていただきます。 

 委員の皆様、資料①をお願いいたします。 

 最初に予算の流用報告をさせていただきます。流用報告について、このページの一

番下に抜粋しておりますが、小松島市地域公共交通活性化協議会財務規程第5条に歳出

予算の流用及び予備費の充用は、会長の決定によるものとする。2項として、会長は、

前項の規定により歳出予算の流用又は予備費の充用をしたときは、直近の協議会に報

告しなければならない。と、規程されております。そこで、今回の協議会で報告させ

ていただくものであります。 

 今回の流用の理由としましては、印刷費、具体的にはトナー代が必要になったため

に、令和8年3月6日に流用を行わさせていただきました。 

 流用元としては、会議費から事務費に27,000円の流用となっております。これによ

り、会議費は62,000円。事務費は流用後27,000円となりました。合計金額は流用前流

用後も変わらず、89,000円となっております。 

参考資料として、資料1の最後のページに小松島市地域公共交通活性化協議会財務規程

も添付しておりますので、また見ておいていただければと思います。 

以上が予算流用の報告となり、次のページの収支決算報告に移らさせていただきま

す。 

まず、上段の収入の部といたしましては、市負担金として89,000円の予算を計上

し、決算額としては52,533円を計上しました。こちらについては、当初、89,000円の

市負担金を協議会に入れさせていただきましたが、実際にかかった費用で精算した結

果、36,467円を戻入し、結果、負担金は52,533円となりました。 
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 続きまして、補助金と繰越金は0円。雑入として通帳の預金利子927円を計上させて

いただいております。その結果、53,460円が収入の合計となっております 

 続きまして、下段の支出の部でありますが、まず、会議費として予算62,000円のと

ころ、26,730円を支出しております。これは、昨年度、書面とあわせて協議会を2回開

催しました。そのうち1回分の小松島市地域公共交通活性化協議会の開催に係る委員報

酬、また、協議会開催にかかったお茶代や郵送料、書面会議にかかった郵送料でござ

います。 

 2番目の事務費につきましては、当初予算は0円でしたが、先ほど報告しましたとお

り、会議費から27,000円を流用させていただいております。その予算額27,000円のと

ころ、26,730円を支出しました。こちらはプリンタートナー代を支出しております。 

 3番目の事業費と償還費はありませんでしたので、結果、支出の部を合計しますと5

3,460円となり、収入額・支出額ともに同額で差引0となり、令和7年度協議会会計を清

算させていただいております。 

 以上が令和7年度の小松島市地域公共交通活性化協議会会計収支決算の説明になりま

す。 

 続いて監事の山田様の方から会計監査もございますので、続けてお願いできればと

思います。 

 

【山田委員】 

 それでは私の方から、令和7年度小松島市地域公共交通活性化協議会会計監査報告を

させていただきます。委員の皆様資料①の3ページ目をお願いいたします。 

 この報告書にございますように、令和8年4月6日月曜日に監査を実施いたしました。 

 監査内容につきましては、協議会の収入及び支出について事務局立会いの下、預金

通帳並びに収入及び支出の書類について確認を行いました。確認の結果、通帳並びに

関係書類については適正かつ正確に処理されていることが認められましたので、これ

を報告いたします。以上です。 

 

【事務局】 

 続いて、関連してますので、このまま議題3の令和8年度の協議会予算案についてを

ご説明させていただきます。委員の皆様資料②をお願いいたします。 

 まず、収入の部からご説明させていただきます。 
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 収入につきましては、市からの負担金165,000円を計上しております。今年度は特に

繰越金や補助金もありませんので、収入の部はこの165,000円のみで計上しておりま

す。 

 続きまして、支出の部の方の説明をさせていただきます。 

 一番上の会議費につきましてですが、今年度の協議会の開催に係る委員報償費や協

議会開催のお茶代や郵送料として、89,000円を計上しております。 

 その下段の事務費につきましては、当初予算に計上しておりませんので、もし必要

があれば流用や補正予算を計上したいと考えております。 

3段目の事業費については、摘要欄にも記載しておりますが、今年度はパークアンドラ

イドを推進していきたいと考えております。そこで、パーク＆ライドに係るポスター

代及びチラシ代等として76,000円を計上しております。なお、パークアンドライドに

ついては、議題4でもあらためて説明いたします・また、一番下の償還費は昨年に引き

続いて0円としております。 

以上、収入・支出ともに合計165,000円を令和8年度の協議会の予算案として提案さ

せていただきます。 

 

【会長】 

 はい。以上のように監査報告、それから収支決算予算案について特にご質問等ござ

いませんでしょうか？よろしゅうございますでしょうか？ 

そしたらですね。監査報告承認、それから決算の承認、予算案は今年度この通り執

行するということにさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは本題に移りたいと思います。 

用意された議題としては、このチャート。この資料③をお手元に引いていただきた

いと思うんですが、議題4になります。この協議会で考えなきゃいけない分野の仕事に

は、鉄道があり、高速バスがあり、特に市内バス。ここには路線バスで特にその協定

路線という捉え方をしていますが、広い意味では小松島市内を通って徳島バスさんが

阿南の方まで路線を持っておられますので、そういった部分も含めた議論になってき

ます。 

それから個別輸送交通としてタクシーさん。こういったところが市民の利便性を確保

しながら、かつ、経営状態も一定程度満足する形で、考えていかなきゃいけないって
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いうのが公共交通の役割でして、この協議会でもいろいろ意見を戦わせていきましょ

うというのが、そういう趣旨でございます。 

それを踏まえまして、今までその個別にいろんな課題を抱えて議論してまいりまし

た。思い起こしますと、この協議会を立ち上げる前のお話なんですけど、小松島市交

通局という、公営事業体っていうんですけども、これがあった時代の頃を思い起こし

ていただきますでしょうか。今それがなくなって、今度プールになるんですかね。そ

の車庫は教育委員会の方で屋内プールになる、そんな計画もあるように聞いておりま

す。 

でもそこに車庫を持って、黄色と赤いバスの車庫があって、運転手さんがいらっし

ゃった時代です。実際それを単独で運営するのは非常に厳しい経営状況になりました

ので、それをそっくり徳島バスさんにお願いして路線を継続していただくというのが

スタンスになっています。それを今は協定路線という言い方をさせていただいていま

す。この協定というのは小松島市と徳島バスさんが結んだ協定のもとに動かしている

バスのことですね。これが半分そのなかなか公共の役割とかもありますんで、きちん

と運用していかなきゃいけないという部分があります。 

もちろん、それだけじゃなくって、資料3の11ページにあります通りですね。市全体

の交通体系というのを、見ていかなきゃいけないところになります。それをずっと運

用してきたのが今の状態で、13ページ以降に新しい施策を考えていきましょうとい

う。資料構成になっております。 

さあそれを踏まえて、協定路線の話からいきましょうか 

お願いいたします。 

 

【議題3】小松島市地域公共交通計画で位置づけた施策について 

【事務局】 

それでは、「小松島市地域公共交通の現状および小松島市地域公共交通計画で位置

づけた施策について」ご説明させていただきます。 

委員の皆様、資料③をお願いいたします。 

最初に小松島市内の公共交通の分類を載せさせていただきました。こちらは、市内

を発着地としたり経由したりする公共交通機関を挙げさせていただいております。 
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まず、幹線鉄道はJR牟岐線が走っており、中田駅、南小松島駅、阿波赤石駅、立江

駅の4駅を経由する広域移動に対応する定時性のある大量高速交通手段と位置付けてお

ります。 

次に、広域幹線としては高速バスがあります。こちらは、大阪方面などへの広域移

動を支えるものと位置付けております。 

幹線バスは徳島バスさんの運行で、橘線、勝浦線、小松島線が走っており、市内と

他都市とを結ぶ広域移動手段であり、市内の移動にも対応できる交通手段として位置

付けております。 

市内バスというのは、小松島市の協定路線になります。こちらは、旧市営バス路線

を引き継いだ市内の立江・櫛渕、坂野・和田島方面といった徳島バスの幹線路線がカ

バーできないエリアを走る路線であり、この路線の赤字分については市が運行補助金

という形で補てんしております。現在は、和田島線、小松島和田島線、目佐和田島

線、立江線、小松島立江線が走っており、主に幹線路線との接続や通勤・通学・通院

等の需要に応える路線として位置付けております。 

最後は、個別輸送交通として、タクシーがあり、鉄道や路線バスでの対応が難しい

少量の移動需要などに対し、よりきめ細かいサービスを提供する公共交通手段に位置

付けております。また、本市では、令和5年4月1日からタクシーの営業区域外旅客運送

により、市内事業者の日峯タクシーだけでなく、市外事業者の東丸タクシー、ノヴィ

ルタクシーグループ、徳島第一交通株式会社の運送も開始されております。 

次のページをお願いします。次に路線バスの乗降調査結果について説明させてただ

きます。調査方法は、こちらに記載していますとおり、令和5年度までは協定路線の全

利用者を対象に幅広い調査をしておりましたが、令和6年度以降は徳島バスさまからの

乗降センサーデータを基に乗降者数を出しております。また、徳島バス路線のほうに

関しましては、従来通り、令和7年度に調査した3路線、小松島線・橘線・勝浦線、の

データを基に分析しております。 

3ページをお願いします。令和7年度の協定路線の乗降調査につきましては、2024年1

0月1日から2025年9月30日までの1年間で、1日当たりの平均値を計算し、こちらに記載

しております。令和6年度も同様に2023年10月1日から2024年9月30日までの1年間にな

っております。 
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この2つのデータを比較すると、小松島市協定路線の利用者についてですが、平日の

利用者は、271人で6年度と比較しまして、8.0％の増加、休日は159人と9.7％の減少と

なりました。 

次のページをお願いします。こちらは、路線別の利用者数の状況をお示しさせてい

ただいております。 

上の円グラフは、令和7年度の各路線の利用者割合となっております。左が平日で、

右が休日のグラフとなっております。前年とほぼ同様の結果になりましたが、両日と

も、市域をまたぐ和田島線、立江線が、全体の路線利用者の8割近くを占めている結果

となりました。 

下の棒グラフは、令和6年との比較になっております。 

平日の小松島和田島線が増加し、休日のイオン経由の和田島線が減少した以外は、

ほぼ横ばいという結果になりました。なお、和田島線のイオン経由便は平日に運行し

ておりませんが、イオン経由便は利用者の要望が大きいことから、現在、幹線路線で

ある小松島線で平日、休日ともに運行し、カバーしておりますことを付け加えさせて

いただきます。 

5ページをお願いします。 

こちらは、南小松島駅前停留所について、路線バスの利用者数をお示しさせていた

だいております。 

棒グラフの上の赤色が協定路線で、下の青色が徳バス路線となっております。令和2

年度は協定路線の乗降調査を行っておりませんでしたので記載しておりません。令和4

年の調査ではコロナ前の令和元年度を上回る利用者となったものの、令和7年度は減少

に転じる結果となっております。 

6ページをお願いします。 

こちらは、日赤病院関係のバス停留所の利用者数となっております。 

青系統の棒グラフが徳バス路線、赤系統の棒グラフが協定路線となっております。

棒グラフの上の方が各路線で日赤病院前の利用者となっておりまして、下の方が各路

線の日赤病院玄関前の利用者となっております。なお、先ほども説明いたしました

が、令和2年は協定路線の乗降調査をしておりません。コロナ前の令和元年度が圧倒的

に多く、令和2年から令和4年までは、コロナの影響から徐々に回復している傾向にあ

りましたが、令和5年の調査結果では減少し、そこから令和7年度までほぼ横ばいとい

う結果になりました。 
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7ページをお願いします 

こちらは、小松島市協定路線全体の運賃収入をグラフでお示しさせていただいてお

ります。資料につきましては、令和4年度から令和7年度までの4年度分のグラフをお示

しさせていただいております。 

協定路線全体の運賃収入実績を簡単にご説明させていただきますと、令和7年度分に

ついては1千880万5千円となっております。令和6年度分については1千810万9千円とな

っておりますので、比較すると69万6千円の3.84％の収入増となり横ばいになっており

ます。 

なお、令和5年度から令和6年度にかけて減少している理由は、令和5年10月1日のダ

イヤ改正で6台体制から4台体制に車両台数を減少させ、運行距離や運行本数の減少と

いったダイヤ編成の影響が出たため、運賃収入が減少したということが挙げられま

す。 

8ページをお願いします。こちらのグラフにつきましては、協定路線に係る運行補助

金の支出実績額を示したものとなっております。補助金の算定につきましては、運行

に要した額、こちらは国の定める単価に実際の走行距離を掛け合わせた金額になりま

すが、この運行費用から運賃収入や老人等無料優待に係る金額を除いた分をバス事業

者さんに支払っております。運行にかかる経費ついては運転手の人件費等が年々上昇

していることもあり、毎年、国の定める単価が上昇しています。そのため、令和7年度

は6年度に比べて運賃収入は上がったものの、運行に要する経費も上がったため、結果

的に補助金が12万9千円ほど多くなりました。なお、令和4年度から令和5年度、令和5

年度から令和6年度について大きく減少しているのは、前述しました通り、令和5年10

月1日に車両台数を6台から4台に減少したことによるダイヤ改正により、運行距離が大

きく減少したことに伴って、補助金の額が減少しております。 

また、現在加速度的に人件費の上昇を含め、運行経費も上昇もしておりますので、

来年、再来年と補助金の支出は大きくなっていくことが予測されます。 

9ページをお願いいたします。こちらは、協定路線における4年間の無料優待事業の

利用実績のグラフとなっております。棒グラフが利用実績の延べ人数、青色が老人

分、黄色が障がい者分となっており、折れ線グラフが利用実績に基づく負担金の支出

額となっております。また、参考に10ページには、徳島バス路線における無料優待事

業の実績をグラフでお示しさせていただいております。 
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9ページの令和7年度における協定路線の無料優待の実績につきましては、30,386

枚、10ページの徳島バス路線の令和7年度の無料優待の実績につきましては、45,893

枚。まず、協定路線については6年度から7年度は横ばいですが、5年度から6年度にか

けて減少しております。こちらは、徳島駅まで行く路線が減少したことに伴い、利用

者が伸び悩んでいると思われます。また、令和6年度から令和7年度にかけて枚数は同

じくらいなのに、負担金額が上昇しております。負担金額は枚数に1枚当たりの単価を

乗じたて計算されており、令和6年10月1日からバス事業者さんの運賃値上げが行われ

たことに伴い、令和7年度から従来1枚当たり140円の単価であったのが、170円に上げ

たことにより、負担金額は増加したということになります。こちらは協定路線だけで

なく、徳島バス路線についても同様になります。 

ここまでが路線バスについての報告事項になります。 

 

【会長】 

 数字をご説明いただいたわけですが、数字を上げられてもなかなか、全体を把握す

るのは非常に難しいと思います。 

ちょっと今、林委員さんに無理な質問をするかもしれないんですが、バス1台って、

路線の長い短いとか乗降区間もあると思うんですけども、大体何人ぐらい座席があっ

て、どのくらい乗っていたらほぼ大丈夫な、赤黒になるかっていう難しい質問をちょ

っと無理強いをするような感じなんですが、あらあらで結構ですが。 

 

【林委員】 

徳島バスの林です。なかなかちょっと答えるのが難しいんですけども、幹線路線、

徳島バスが運行する路線で言えばですね、国の補助要件というのがありまして、補助

金をもらえるに当たって、輸送量というのが大体便当たり15人。15人乗ってない路線

に関してはもう路線バスじゃないですよと。国の補助金は出しませんよっていう基準

が15人です。 

車両自体は四、五十人乗れるんです、中型のバスであれば、座席数は大体20人切る

か切らないかです。例えば今の話の15人乗ったとしても、黒字にはならないですね。  

先ほど高齢者の部分でちょっと運賃改定させていただいて、1人当たりの単価が上が

ったんですけども、徳島バスとしては初乗り170円で初乗りの区間になりますんで、基

本的にバスに乗って移動されるとなれば初乗り以上乗られる方がほとんどかなと。た
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だやっぱり、今まで小松島さんとの協定路線をどうやって進めていくか、路線をどう

やって維持していくか。路線バスが黒字になるって難しいんで、そういった協議の中

で進めていく部分でありましたんで、結局福祉の方で負担が増える、要は小松島市の

財源がね、やっぱり限度があると思うんで、そこが福祉の方で予算をするのか交通の

方で予算になるかっていうところは、難しいとこなんですけども。ただ移動機会が減

ることにもなりますんで、そこの運賃が上がる、負担金が上がるっていうのはちょっ

と慎重に議論する必要があったんですけども、初乗りが上がったところは少なくとも

ちょっともらわんとということで、上げさせていただいております。ちょっとお答え

になってないかもしれませんが。 

 

【会長】 

公共交通を使われることもあると思うんですけど、現状とはやっぱりかなり乖離し

た数字なんですよ。商売として成立する状態とはなかなか違っているわけなんです。

かといって、路線バスじゃないよというふうに国から見放されたら、どうしようもな

くなりますよね。だからそういう現実を踏まえた上で、乗る人はやっぱり増やしてい

く対策っていうのが必要です。乗る人を増やすということは、皆さんに車の利用を減

らしてもらう、自家用車の利用を。それに尽きるわけなんですね。ただ、この世の中

やっぱり見てください。ドアトゥ―ドアに荷物を持ち運びせんと一歩も歩かず動ける

のが自家用車ですよね。これが第一段階。それで第2段階として、徳島の文化は駐車場

を用意するのが主催者の役割ですよね。何か行事をしたら、駐車場ありますかってい

うのは必ず。自動車で行けないところは東丸さんとかノヴィルさんにお世話になって

タクシーで行きましょうと、そういうふうな文化の状況を見てですね、バス会社さん

とか鉄道会社さんに猛然と努力を強いているのが現状なんです。 

それでももう一つ、質問があるんですけど、ドライバーさんの高齢化問題っていう

のは、アバウトで結構ですが、どんな感じでしょうか？ 

 

【林委員】 

今運転手雇用というのが大変で、人が入ってこないので、だんだん人間って年取っ

ていきますんで、退職していく。退職者が出るのに新しい雇用がないという、ちょっ

と悪い流れなんですけども。ちょっと今雇用の方に力を入れまして、少しずつ求人を

取るようにはしてるんですけども。比較的徳島バスで言えばですね、平均年齢自体は5
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0歳いくかいかないかぐらいなんですけども、ただ60歳超えたドライバーっていうの

が、20人超えていますので、来年になったらちょっと体の調子悪くなって辞めていく

とか、そういった可能性もありますんで、なかなか厳しい。でもやっぱりそういった

人が戦力として、今残っていただいているので、何とか回っていると。去年で言え

ば、小松島市さんではないんですけど、鳴門市さんの方の路線で、年末にインフルエ

ンザが鳴門の営業所の方ではやってしまいまして、少ない人数ギリギリで運行してま

したんで、ちょっと運休を出してしまったっていうことがあって、なかなか人が足り

てない、いつまでもおってもらえないというか、やっぱり年取って辞めてしまうって

いうところもありますんで、今そこは非常に厳しいです。 

 

【会長】 

ありがとうございました。20年ぐらい前にね、文理大学を卒業した学生がお世話に

なって、バス大好きな学生で、就職したりもしました。 

若い人にやっぱり魅力ある職業だと、大事な仕事なんだと、やりがいもあるんだと

いうことも伝えながら、処遇というか待遇というのもいろいろ考えていくし、支えて

いく方もまた考えていかなきゃいけないことに現状なっているということをご理解い

ただきました。 

それでですね。またあの資料ちょっと詳しく見ていただきたい点があるんですけど

も、結構これ1人当たりの計算をこうしますと、バスの補助金も含めた形で非常にお金

がかかっているという計算ができます。事務局と計算したんですけど、だいたい1人当

たり補助金も全部、運賃も含めて小松島市内の移動に800円強かかっているという計算

になりました。 

ノヴィルさんと東丸さんがいるところで、誠に恐縮な話なんですけど、800円タクシ

ーの運転手さんにお支払いしたら、三、四キロはいけますかね。 

 

【岩城委員】 

 そうですね。 

 

【会長】 

大体3キロぐらい。それから3キロ圏内だとですね。むしろ別の交通モードに頼った

方が経済的な合理性はあるという計算も成り立ちうる状況になっています。今、徳島
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バスさんから言われましたように、一定程度税金からの補助を入れながらですね、公

共交通を維持しているわけなんですが、1人当たりの数字を計算しますと、どうなのか

なという状態には上がっているというまとめにさせていただきたいと思います。 

それで進めますけど、このチャートをお願いします。これは冒頭から申してますよ

うに、もっと自家用車からバスやタクシーに移っていただくための政策といいます

か。公共、国、県、市がやるべきことをまとめた図です。 

お願いしていいでしょうか？ 

 

【事務局】 

11ページをお願いします。 

こちらは、小松島市地域公共交通計画で位置づけた施策についてをご説明させてい

ただきます。 

こちらの小松島市地域公共交通計画は令和4年度に策定しました。令和9年度までの

計画となっております。本日は、昨年度実施した内容と今年度に取り組む予定につい

て、ご説明させていただきます。 

毎回説明させていただいておりますが、今回初めての委員さんもいらっしゃいます

ので、こちらの小松島市地域公共交通計画の体系について、ご説明させていただきた

いと思います。 

まず、一番左に小松島市の公共交通における課題ということで、市の現状に基づく

課題や、市民アンケート、市政（上位・関連計画）からくる課題ということで、小松

島市の公共交通の課題をまとめております。 

その中におきまして、人口減少下での鉄道や路線バス等の市民の移動手段の確保と

いったことや、公共交通の利用環境、観光客の方でも利用しやすい公共交通サービス

の提供などといった課題を抽出しております。 

それを受けまして、左から2列目の【課題解決に向けた方向性】ということで、それ

ぞれ前段申し上げました現状、市民アンケート、市政、3つの視点の課題解決に向けた

方向性といたしまして、地域内公共交通ネットワークの維持充実、新しい公共交通モ

ードの導入、利用者の多様性に配慮した利用環境整備や、地域で公共交通を支えてい

く意識の醸成に取り組んでいくことなど公共交通サービスの維持向上に取り組んでい

くことなどを掲げております。 
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これを踏まえまして、真ん中の列にあります、【本市が目指すべき公共交通の将来

像】といたしましては、みんなでつくり、みんなで使う 「まち」「ひと」をつなぐ持

続可能な小松島市の公共交通ネットワークとして、位置付けております。 

地域公共交通においては、「まち」と「まち」を結ぶことにより、「ひと」と「ま

ち」、「ひと」と「ひと」を結ぶことに繋がることから、地域の皆さんが願う、公共

交通のあり方を市・事業者・住民の「みんな」で形作り、使っていく必要性があると

いう観点に立って、「みんなでつくり、みんなで使うとし、『まち』『ひと』を繋ぎ

つつ、小松島の公共交通を持続可能なものにする」というワードで設定しておりま

す。 

そして、3つの基本方針を示し、右から2番目の6つの目標を掲げ、それぞれの目標を

達成するための13の施策を掲げております。 

それでは12ページをお願いします。このページから15ページ目まで、11ページ目の

体系図の6つの目標と、13の施策の対応表をつけさせていただいております。 

一部目標に関して施策が重複する場合がございますので、その場合は「再掲」とい

うことで記載しております。 

また各施策におきましては、令和5年度から7年度までの取組と今年度である令和8年

度中に実施予定の取組を記載させていただいております。その中で、赤字で記載して

いるのが、昨年度、令和7年度に実施した取組となっております。 

まず施策①路線バスの再編ということであります。こちらは、令和5年の10月1日の

ダイヤ・ルート見直しと令和6年10月1日の徳島バス路線のルート変更、昨年度につい

ては、令和8年4月1日のダイヤ・ルート見直しを掲載しております。昨年度実施しまし

た教育委員会と連携した学校再編に伴うダイヤ・ルート変更については、令和8年度取

組予定のみさきコミュニティセンターへのバス路線延伸検討と同様に、後ほど改めて

説明させていただきます。 

次の施策②新しい交通モードの導入についてです。この部分については、委員さん

の中にも経緯を知らない方もいらっしゃいますので、すごく簡単に説明させていただ

きますと、小松島市では令和6年1月9日から令和6年3月29日までの間、平日限定で、本

市の和田島町から阿波赤石駅までの間を、一日往復2便、予約に応じて決まった時刻と

ルートでデマンド交通を運行しておりました。 

そこで、令和6年度はこの実証実験の結果を踏まえ、小松島市全域にデマンド交通を

導入できるかの検証・分析を実施しました。内容としては、アンケート調査結果、本
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市のバス乗降調査結果や人流ビックデータを活用し、市内におけるバス利用者及び未

利用者の移動実態から導き出した行動特性分析を基に実施したデマンド交通導入に対

するシミュレーションや、商業施設や交通事業者に対しする協力意向を把握するヒア

リング調査などを実施しました。その結果についてですが、協定路線バスが現在走っ

ておりますので、仮に協定路線バスを廃止してデマンド交通を導入するとなった場合

を検証しましたところ、デマンド交通を導入した場合、費用が大きくかかることなど

がわかり、このままでは導入は難しいとの結論が出されました。 

そこで、令和7年度は国が推進しております「交通空白」解消・官民連携プラットフ

ォーム』へ参加し、新しい交通モードの導入だけでなく、別のやり方を含め、様々な

やり方で公共交通空白地域が解消できるかを多面的に検討してくこととしました。説

明会やイベントなどWEBでの参加明けでなく、高松市で開催された全国マッチイング・

イベントに対面で参加するなど、事業者や他自治体の動向など、各方面に情報収集を

実施しました。令和8年度についても引き続き、この『プラットフォーム』に参加し、

先進事例を研究しつつ本市に新しい交通モードを導入できるか検討してまいりたいと

思います。 

続いて、施策③タクシーの空白時間帯や潜在需要への対応です。本市では、タクシ

ーの営業区域外旅客運送を実施しております。令和 5年4月1日から営業区域を見直

し、徳島市の3事業者に小松島市に入ってきていただいております。令和 6年4月1日か

らも引き続き、3年間延長して実施しておりますが、この部分についても、後ほどあら

ためてご説明させていただければと思います。 

次の小松島市タクシー運転手確保支援事業については、市内タクシー事業者に対し

て、県の補助金を活用した小松島市タクシー運転手確保支援事業を令和6年度実施しま

した。令和7年度も実施の予定で進めておりましたが、市内タクシー会社様のほうで、

当初退職予定であった方が退職を延期し、引き続き勤務することとなったため、当面

は運転手の新規雇用は問題ないと判断され、事業の実施には至りませんでした。令和8

年度は、市内タクシー事業者の要望があり、かつ、市の補正予算が通れば令和8年度小

松島市タクシー運転手確保支援事業として実施したいと考えております。 

13Pをお願いします。続きまして、目標2利用案内の充実と利用促進の中の施策④、

バス停の表示の改善であります。こちらは、乗継の容易さや時刻表のわかりやすさに

関する不満度を改善することを目的としております。そのため、令和5年度はバス停名

を実態に沿うように修正したのと、小松島市内にあるバス停全てに「小松島市公共交
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通マップ」のQRコードを貼り付けました。令和7年度は令和5年度と同様に『小松島市

公共交通MAP』を第4版に改訂したことに合わせて、市内にあるバス停全てにあらため

て「小松島市公共交通マップ」のQRコードの貼り付けを行いました。令和8年度につい

ては、毎年の課題となっておりますが、スマートバス停を南駅以外のところにも導入

できないかをコスト面や補助金の有無も含めて調査研究していくように考えていま

す。 

施策⑤わかりやすい時刻表・バスマップ等の案内強化についてになります。令和8年

4月1日から路線ダイヤ改正を実施しております。令和7年度は、この見直した路線に対

応するため、「小松島市公共交通MAP」の第4版の改訂を実施しました。 

こちらの小松島市公共交通MAPというのになります。 

今後も必要に応じて案内強化に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

施策⑥のＩＣＴの活用などによる情報提供の見える化については、毎年継続的に市

ホームページに路線バス・鉄道の時刻の案内、バスロケーションシステム「いまドコ

なん」の紹介などの利用促進や周知を図っております。令和7年度はこれらに加えて、

ダイヤ改正の情報についてLINEを活用して情報提供するなど、各種メディアを用いた

情報提供ができるようにしました。今後も情報発信について様々なメディアを活用し

て、情報提供してまいります。 

14Pをお願いします。施策⑦のバリアフリー化の推進については、令和7年度にバスM

APのQRコードを全停留所に掲示した際にあわせて、停留所周辺の段差や路面状態が危

険でないかを目視で確認しました。こちらは引き続き、令和8年度も随時確認していき

ます。また、現在市内を走る路線バスの全てがノンステップバスとなっておりますの

で、維持できるように努めてまいります。 

施策⑧バス利用環境、安全対策につきましては、令和5年度中に小松島市内の危険バ

ス停はすべて解消となりましたことから、引き続き、危険バス停がないように維持

し、安全対策を推進していくようにいたします。 

次に、交通結節点の充実とつなぐ仕組みの構築として、ＩＣＴの活用などによる情

報提供の見える化を再掲として挙げさせていただいております。こちらは、徳島バス

株式会社様がこの3月に交通系ＩＣカードを利用したキャッシュレス決済を導入しまし

た。小松島市も協定路線バスに導入して、現在運行しております。令和8年度について

は、このキャッシュレス決済の普及について、検討していきたいと考えております。 
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施策⑨幹線系統・フィーダー系統の効率化と乗り継ぎ利便性向上については、本市

の交通結節点である南小松島駅の待合環境の改善を図るために、南小松島駅トイレを

建設し、令和7年3月15日から供用開始されております。令和7年度については、このト

イレの維持管理をしてまいりました。令和8年度以降につきましても、これまでの取り

組みを踏まえ、日常的な点検や清掃など引き続き適正な維持管理を行ってまいりま

す。 

続きまして、5.多様な交通手段の連携の目標にうつります。施策⑩新しい交通モー

ド（自家用有償旅客運送等）の導入についてですが、「交通空白」解消・官民連携プ

ラットフォーム』を通じて、地域自主運行バス・自家用有償・日本版ライドシェア等

についての情報収集に努めました。今年度についても引き続き、先進的な取り組み事

例などを参考にしながら、本市の実情に合った形で実施できるかについて、検討を進

めてまいります。特に、採算性や収益性、需要と供給のバランスがどうかなど、関係

者の皆さまと連携しながら、無理のない形で持続可能な移動手段の確保につなげてい

くことができるかについて、考えております 

施策⑪の自家用車・自転車等との連携については、公共交通空白地域を含めた市内

全域における市民の円滑な移動支援のため、自家用車、自転車利用との連携した利便

性の向上を図ることを目的としております。令和7年度は、パークアンドライドやサイ

クルアンドライドができる場所があるのか検討しました。具体的には、バス停に近い

市内の店舗に対して、パーク＆ライドやサイクル＆ライドを導入できるかの働きかけ

をしました。その結果、1店舗が導入してもいいとの答えがありましたので、令和8年

度はポスターやチラシを作成し、PRして推進していきたいと考えております。 

施策⑫の高速道路延伸を利用した新たな公共交通網ということでありますが、この3

月に徳島南部自動車道の小松島南ICから阿南ICまでの約3.2kmが開通しました。引き続

き、この四国横断自動車道の整備進捗について、担当課との情報共有と、開通を見越

した将来的な検討を図ってまいりたいと考えます。 

15Pをお願いします。最後の施策⑬当事者意識醸成と利用促進運動の展開についてで

す。こちらは、住民の方に公共交通を利用してもらうための、運動を促進していくと

いうことであります。老人等バス無料優待のお知らせ、南小松島駅のマナーアップキ

ャンペーンについては、毎年度実施していく事業として、令和5年度、6年度、令和7年

度と継続的に実施しています。バスの乗り方教室は、令和6年度は南小松島小学校で1

年生と2年生を対象に施しましたが、令和7年度は雨天のため中止となり未実施に終わ
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りました。現在、新小学校建設のため、小学校のグラウンドが使用できないこともあ

りますので、今後、教育委員会と連携して、南小松島小学校をはじめ他の小学校を含

めた、新小学校開校に向けたバスの乗り方教室ができないか検討していきたいと考え

ております。 

また、引き続き毎年継続するキャンペーン等は、実施したいと考えております。 

次に16ページをお願いします。 

こちらは、令和8年度の小松島市協定路線のルート・ダイヤ改正予定について説明さ

せていただきます。まず、上段には令和5年3月に策定いたしました小松島市地域公共

交通計画から、バスの再編方針を抜粋しており、こちらはルート・ダイヤを改正して

いくにあたり、基本的な方針となっております。 

幹線路線は、市内と他都市とを結ぶ広域移動手段であり、市内の移動にも対応でき

る交通手段として位置づける。協定路線は、幹線路線との接続や通勤・通学・通院等

を、主に市内の需要に応える路線として位置づける。としています。 

前回の改正はこの4月1日に実施しました。内容は令和9年4月1日に開校する新小学校

の児童が通学できる時間帯にルート・ダイヤを調整するもので、新小学校は現在の南

小松島小学校の敷地に建設され、そこに、小松島小学校、千代小学校、芝田小学校が

統合されます。そこで、新小学校に通う児童の通学手段の一つとして、路線バスでも

通学できるようにルート・ダイヤを改正しました。ダイヤを調整するとともに、小松

島立江線及び小松島和田島線のルピアを発着地にした新系統を追加しました。 

次回の改正案について説明いたしますと、和田島町のみさきコミュニティセンター

周辺の公共交通空白地域をカバーするための和田島線を延伸検討になります。 

こちらは、令和7年度中を予定しておりましたが、地権者の方との協議がまとまら

ず、継続案件となりましたので、引き続き検討し、令和9年4月1日の改正を目途に計画

しております。内容についてですが、現在和田島線の発着地の場所は、海上自衛隊小

松島航空基地の前にある和田島停留所になります。ここから小松島市道53号線を約1キ

ロ程度北上すると、みさきコミュニティセンターがあり、そこまで路線を延伸できる

ように検討しています。ただ、この場所は現在、バスを回転させる場所がございませ

んので、引き続き、地権者の方との調整や、回転場を整備する工事をどう進めていく

か等の検討をしているところであります。また、こちらは小松島市に4か所ある公共交

通空白地の1か所であり、延伸は地域の方々の強い希望もありますので、交通空白地を

解消できるように進めてまいります。 
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具体的な和田島線延伸予定部分については、次のページに地図を付けておりますの

で、ご確認いただければと思います。 

18ページをお願いします。こちらは、タクシーの営業区域外旅客運送の実績につい

てを説明させていただきます。 

まず、経緯を簡単に説明させていただきますと、こちらに記載しておりますが、小

松島市内に営業所があるタクシー事業者は、早朝や深夜帯が運行できない状態にあり

ました。そこで、令和4年度に小松島市地域公共交通計画を策定する際に市民の方から

ランダムに2000名を抽出したアンケート調査を実施させていただきました。その結

果、本市のタクシーに対する要望として、早朝・深夜の利用ができない、タクシーの

台数・会社が少ないので改善してほしいとの自由意見が多くありました。 

小松島市は、タクシーの営業区域の問題から、市外のタクシー事業者は小松島市内

でお客さんを乗せて、小松島市内でお客さんを降ろすといった営業ができない状態に

あり、この問題を解消するために、令和4年度の本協議会で、タクシーの営業区域の見

直しをする必要があると説明し、営業区域外運送について承認されました。まずは、

令和5年4月1日から令和6年3月31日までの1年間、市外のタクシー事業者である有限会

社東丸タクシーさま、徳島第一交通株式会社さま、ノヴィルタクシーグループさまの3

社に来ていただけるようになり、その後、期限について延長の必要があることから、

令和5年度第5回小松島市地域公共交通活性化協議会で、令和6年4月1日から令和9年3月

31日までの3年間更新される運びとなり、以降は実績をみて更新していくかを判断する

ようになりました。 

以上が経緯となります 

次に令和7年の配車実績を記載しております。こちらは、令和7年1月1日から令和7年

12月末まで実際にどれくらいの車両が配車されたのかの実績になっております。 

1年間で東丸タクシー様が1,800台、ノヴィルタクシーグループ様が553台、第一交通

様が33台となっております。合計すると2,386台。月平均にすると約200台近くが供給

されている状況にあります。 

配車台数が各会社で大きく違う要因は、各会社の小松島市からの距離が要因になっ

ていのではないかと推測しております。 

また、参考に22ページに令和5年と令和6年の実績を掲載させていただいております

ので、ご確認いただければと思います。 
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営業区域外旅客運送の期間が令和6年4月1日から令和9年3月31日までの3年間である

ため、今年度末に令和8年の実績を提出していただき、令和9年以降について、引き続

き、隣接した市町村にあるタクシー会社に、営業区域外旅客運送を行っていただくか

について、本協議会で協議したいと思います。議題4は以上となります。 

 

【会長】 

年間の様々な取り組みの報告を受けたところあります。ご協力いただきましたタク

シー会社様、どうもありがとうございました。夜の時間、大変な運行になっているこ

とは重々承知しておるんですが、なかなかいろんな事情がありますので、ご協力に感

謝をしたいと思います。 

簡単にまとめておきますと、デマンド交通の実証実験をしたわけなんですが、あん

まりいい結果は得られませんでした。やっぱり周知が必要だということと、もう一つ

はね、やっぱり慣れないんですよね。電話をかけて呼ぶというのは、タクシーを呼ぶ

っていうのはもう慣れた行動なんですけど、それを前の日に予約してやってきてもら

うという行動習慣をなかなか身近でつけるというのが難しいんだと思います。もし入

れるんだったら、ちょっと長期戦になってきます。もし入れるんだったら、行動変容

が必要になってきますんで、またそういうところ見ていく必要があります。 

来年も行動計画につきましては概ねこういった形でご承認いただけたかなというふ

うに思います。特に小松島市ね、小学校がね、新しくできますので、通学区域が広が

ります。これを公共でどうやって支えていくかっていうのは非常に重要な課題になっ

ておりますので、また教育委員会さんともですね足並みを揃えながら議論を進めてい

くことになろうかと思います。 

さあ、こんなまとめにさせていただきます。1年間の事業計画ですが、こんな形でよ

ろしゅうございますでしょうか？ 

ありがとうございました。 

 

【議題5】法人タクシー事業自動車の最低車両数に関する要望について【非公開】 

 →『継続審議』 

 

【議題6】 徳島市多家良・八多地区のコミュニティバスについて 
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【会長】 

ちょっと今日最後の話題になります。 

次の資料行きます。徳島市多家良・八多地区のコミュニティバスについて中山委員

さん、よろしくお願いいたします。 

 

【中山委員】 

よろしくお願いします徳島市地域交通課の中山でございます。徳島市に地域住民が

主体となって運行しているコミュニティバスについて2地区ございます。応神地区、そ

れと上八万地区の2地区で、地域住民の方が主体的に運営されております。この度、3

地区目となります。多家良・八多地区のコミュニティバスについてご説明をさせてい

ただきますので、資料の方ご覧ください。 

1番の導入検討の経緯でございますが、徳島市の多家良・八多地域は、路線バスの便

数が少なく、交通が不便な地域となっております。このため地域が主体となり、徳島

市の支援事業を活用して、住民のニーズに合わせたコミュニティバスの本格運行に向

けて検討を行っているところでございます。 

（1）これまでの検討状況でございますが、令和5年6月から運営協議会を立ち上げ、

検討を開始しており、8月には移動の要望を把握するために、アンケートを実施し、令

和6年8月には高齢世帯を対象に、移動ニーズの聞き取り調査を実施しまして、これら

の調査結果をもとに運行計画の策定を行い、令和7年10月に試験運行を実施いたしまし

た。 

次に2番の運行計画についてでございますが、（1）概要としまして、実施主体は多

家良コミュニティバス運営協議会でございます。運行事業者は協議会から東丸タクシ

ーさんに運行委託をいたします。車両は10人乗りのジャンボタクシー、運行形態は定

時定路線のいわゆる路線バスのかたちでございます。 

（2）運賃につきましては、大人片道200円で往復300円。小学生が半額となり、小学

生未満につきましては無料でございます。 

（3）試験運行につきましては、令和7年10月1日から10月31日までの間、実施いたし

ました。路線につきましては、次のページに載せておりますのでご覧ください。 

こちらは試験運行時のルート図でございます。赤色の線が大久保地区のルートで、

青色の線が五滝ルートでございます。オレンジ色のルートが二つの路線の共通のルー

トとなって、小松島市の日赤病院やスーパーなどに行くルートでございます。現在本
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格運行に向けて、多家良町内のルートを一部変更する予定でございます。なお、小松

島市のルートに変更はございません。 

次のページをお願いします。 

参考までに試験運行時の五滝ルートの時刻表を載せております。金曜日の運行とな

り、往路3便、復路3便でございます。もう一つの大久保ルートにつきましては、同じ

時間帯で運行いたしました。こちらは火曜日でございました。この時刻表につきまし

ても、本格運行に向けて、変更して調整する予定でございます。 

最初のページにお戻りください。 

（3）の今後のスケジュールでございますが、現在本格運行に向けて、運行ルートの

変更など関係者調整を行っております。6月に徳島市の方で地域公共交通会議を開催し

まして、運行ルート等について承認をいただきまして、令和8年10月から運行開始を予

定しております。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

はいありがとうございました。こちらの金曜日のみっていうのはどういう趣旨です

かね。 

 

【中山委員】 

試験運行は火曜日と金曜日ですね。基本的に他の地区もそうなんですけど、だいた

い週に3日とか、その辺の運行になっております。多家良地区は利用しそうな曜日とい

うことで、火曜日と金曜日に地域の方が決めて運行しております。あとは運行経費の

関係で、毎日運行できないという状況もございますので、曜日限定で運行しておりま

す。以上です。 

 

【会長】 

ありがとうございました。こういう話なんですけど、こちらにお住まいの方の利便

性も上がり、特に他に影響が大きいような話ではないんですが、どういたしましょう

か？ 

承認という雰囲気なんですが、よろしゅうございますでしょうか？はい、そういう

形にしたいと思います。 
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そしたら、一応予定していました議題は以上でございます。また事務局の方から報

告、その他ありましたらお願いいたします。 

 

【閉会】 

【事務局】 

 内容はこれで終了でございます。 

松村会長様をはじめ、委員の皆様におかれましては、長時間にわたってのご審議、

誠にありがとうございました。なお、今年度につきましては、本日を含めまして2回か

ら3回の協議会の開催を予定しております。2回目につきましては、詳細の日程が決ま

りましたら、改めて委員の皆様にご連絡をさせていただきたいと思います。 

本日の会議録につきましては、事務局で会議録案を作成した後、委員の皆様にご確

認をいただいた上で、市ホームページで公開させていただく予定としておりますので

よろしくお願いいたします。それでは以上をもちまして、令和8年度第1回小松島市地

域公共交通活性化協議会を終了となります。 

委員の皆様、どうもありがとうございました。 

 

―――――― 午後3時20分 閉会―――――― 


